
　

第
一
生
命
は
、
日
本
全
国
の
約
１
０
０
０
万
名
の

保
険
契
約
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
約
36
兆
円
の
資
金

を
幅
広
い
資
産
で
運
用
す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
オ

ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
運
用
収
益
の
獲
得
と
社
会
課
題

解
決
の
両
立
を
目
指
す
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
推
進
し
て
い

る
。
２
０
２
０
年
４
月
に
は
「
第
一
生
命
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
の
基
本
方
針
」
を
策
定
・
公
表
し
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
取
り
組
み

を
一
層
力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と
を
コ
ミ
ッ
ト
し
た
。

生
命
保
険
は
現
世
代
と
将
来
世
代
の
橋
渡
し

　

元
来
、
生
命
保
険
事
業
は
、
生
命
保
険
の
ご
契
約

者
か
ら
保
険
料
を
お
預
か
り
し
、
ご
契
約
者
の
子
供

世
代
に
保
険
金
を
お
渡
し
す
る
と
い
う
、
今
の
世
代

と
次
の
世
代
の
橋
渡
し
を
担
う
仕
事
、
両
世
代
を
コ

ネ
ク
ト
す
る
仕
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
社
の
最
大
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
次
世
代（
私
達
の
子
供
世
代
）

で
あ
り
、
次
世
代
を
守
る
こ
と
こ
そ
が
当
社
の
使
命

と
も
言
え
る
。
こ
う
し
た
思
い
の
も
と
、
こ
れ
ま
で

は
生
命
保
険
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
相
続
や

資
産
承
継
・
保
障
と
い
っ
た
安
心
の
提
供
・
経
済
面

第
一
生
命
保
険
社
長

稲いなが
き垣 

精せいじ
二

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
自

然
災
害
の
増
加
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

拡
大
な
ど
、
社
会
そ
の
も
の
の
持
続
可
能
性
が
大
き

く
問
わ
れ
て
お
り
、
将
来
世
代
に
灼
熱
の
世
界
や
飢

饉
の
よ
う
な
世
界
を
残
さ
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
や
す
い
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
保
険

商
品
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
世
代
と
将
来
世

代
を
コ
ネ
ク
ト
す
る
と
い
う
同
じ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も

と
、
お
預
か
り
し
た
保
険
料
の
運
用
に
お
い
て
も
、

持
続
可
能
な
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
の
実
現
に
挑

戦
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
。

全
資
産
36
兆
円
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
目
指
す

　

そ
の
た
め
に
当
社
は
真
剣
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
、
全
資
産
の
運
用
方
針
・
運
用

プ
ロ
セ
ス
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
36
兆
円

全
て
の
運
用
資
金
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
行
う
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
株
式
や
社
債
な

ど
の
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
セ
ス
へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
組
み
込

み
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ス
コ
ア
を
活
用
し
た
運
用
手
法
の
構
築
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
・
高
度
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
課
題
解
決

に
資
す
る
運
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
を
行
う
。

２
０
２
０
年
４
月
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ア
ナ
リ
ス
ト
を
新
た

に
設
置
す
る
な
ど
、
人
的
リ
ソ
ー
ス
も
強
化
し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
の
企
業
価
値
向

上
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
取

り
組
み
は
、
経
済
的
リ
タ
ー
ン
の
向
上
や
ダ
ウ
ン
サ

イ
ド
リ
ス
ク
の
抑
制
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
生

命
保
険
会
社
の
よ
う
な
中
長
期
視
点
で
の
運
用
ス
タ

イ
ル
を
有
す
る
投
資
家
に
と
っ
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

の
時
間
軸
と
の
親
和
性
が
高
い
。
特
に
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
世
界
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
構
築

に
対
し
て
真
摯
に
、
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
が
、
世
界
経
済
の
回
復
・
成
長
、
そ
し
て

「Build Back Better

（
よ
り
良
い
も
の
に
再
構
築

し
て
い
く
）」
を
け
ん
引
す
る
こ
と
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
そ
う
し
た
企
業
に
対
す
る
資
金
供
給
を
通

じ
て
、
経
済
的
リ
タ
ー
ン
と
社
会
的
リ
タ
ー
ン
の
両

第一生
命
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
進
化
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特集 ESG投資の進化と企業と投資家による建設的対話の促進

面
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

誰
ひ
と
り
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
た
め
の 

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

資
・
株
式
投
資
を
通
じ
て
成
長
産
業
の
発
展
に
寄
与

し
、
安
定
成
長
期
に
は
、
長
期
国
債
投
資
を
通
じ
て

日
本
の
財
政
下
支
え
の
役
割
を
担
い
、
公
共
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
貢
献
し
た
。

　

当
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
債
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
な
ど
、
社
会
課
題
解
決

に
資
す
る
資
産
へ
の
投
融
資
を
積
極
推
進
し
て
い
る

が
、
と
り
わ
け
、
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
に
向
け
た
成
長
企
業
へ
の
投
資
に
注
力
し
て
い
る
。

運
用
収
益
の
獲
得
と
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
創
出

（
社
会
の
構
造
変
化
な
ど
）の
両
立
を
意
図
し
て
投
資

判
断
を
行
う
「
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
」
の
投
資
手
法
を

２
０
１
７
年
に
導
入
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ（Q

uality of 
Life

）の
向
上
や
気
候
変
動
問
題
な
ど
の
社
会
課
題

解
決
に
向
け
た
革
新
的
技
術
を
有
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
資
金
供
給
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
併
せ

て
、
複
数
の
大
学
機
関
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
発
掘
・
投
資
も

進
め
て
い
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
社
会
の
変
革
）を
通
じ
て
、
経

済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る

Society 5.0

の
実
現
に
向
け
て
は
、
企
業
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
大
学
・
政
府
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
た
産

学
官
連
携
の
体
制
が
不
可
欠
で
あ
り
、
当
社
は
長

期
・
安
定
資
金
の
供
給
機
能
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
生
命
は
真
っ
先
に
、
真
っ

す
ぐ
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
取
り
組
む
こ
と
で
未
来
に
コ

ネ
ク
ト
し
、
持
続
可
能
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

を
目
指
す
た
め
に
、
当
社
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
中
長
期
的
な
対
話
）を
特
に
重
要
視
し
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
業
態
に
投
資
し
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
オ

ー
ナ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
真
摯
に
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
課
題
に
向
き
合
い
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
社
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
２
０
１

７
年
か
ら
本
格
化
さ
せ
た
が
、
今
で
は
対
話
テ
ー
マ

の
う
ち
お
よ
そ
４
割
を
環
境
・
社
会
課
題
に
関
す
る

テ
ー
マ
が
占
め
て
い
る
。
今
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
変
革
に
向
け
た
経
営
方
針（
Ｄ

Ｘ
対
応
な
ど
）や
、
取
引
先
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
安
全
・
健
康
確
保
へ
の
取
り
組
み
な
ど

の
対
話
を
強
化
す
る
。

　

ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
よ
う
に
、
対
応
し
な
い
か

ら
突
き
放
す
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
全
て
の
企

業
・
オ
ー
ナ
ー
の
誰
ひ
と
り
と
し
て
取
り
残
さ
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
社
会
へ
の
移
行（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）を
目
指
し

て
い
る
。

Society 5.0
実
現
に
向
け
た 

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
に
よ
る 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

　

加
え
て
生
命
保
険
会
社
の
運
用
機
能
と
し
て
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
の
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
当
社
は
、
各
時
代
に
お
け
る
社
会
課
題
に
向
き

合
い
、
長
期
資
金
の
供
給
を
通
じ
て
日
本
経
済
の
成

長
に
貢
献
し
て
き
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
融

画面は下記画面ご参照
https://mission.visits-innovators.com/ja

図表　第一生命のESG投資の取り組み推移
2014年度2013年度2010年度年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

再生可能エネルギー発電所関連等のSDGs事業への投融資

国際開発金融機関等が発行するSDGs債への投資

インパクト投資

地方創生・地域活性化に資する投融資

国内株式ESGインハウス運用

 外国株式ESGインハウス運用

リサーチへのESG組込

ESG対話

ネガティブ・スクリーニング

ESG投資の普及促進

2019年度

気候変動対策を
テーマとした
投融資の推進

気候変動要素の組込

気候変動要素の組込

気候変動を
対話の重点テーマに設定

対象兵器の拡大

責任投資活動報告公開

Ｅ
Ｓ
Ｇ
テ
ー
マ
型
投
資

Ｅ
Ｓ
Ｇ
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
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